





ブータンは人口約 72 万人，国土面積約 3 万 8000 平方キロメートルの小さな王国である。
アジアの発展途上国の中でも経済的に貧しい国でありながら，2005 年の国勢調査で，国民の
97％が「あなたは今，幸せですか」という問いに「非常に幸せ」あるいは「幸せ」と答えている。




















































ブータンは人口 72 万 0679 人（2012 年時点），国土面積約 3 万 8394 平方キロメートル（2）
の南アジアに位置する小さな国である。地方行政区分として全国 20の県に分けられており（図
1），そのうち人口 5 万人を超える県は，首都ティンプー（Thimphu，図 1 ★ 印）を含め 4 県






































































































































1976 年 12 月，スリランカで行われた第 5 回非同盟諸国会議の記者会見席の際に，第 4 代国





洋地域会議の席でのスピーチで，「Four Pillars」の理念を挙げた。次の 4 つである。
① Sustainable and equitable socio economic development
     （持続可能で公正な経済開発）
② Conservation of the environment  （環境保全）
③ Preservation and promotion of culture （文化遺産の保存と振興）













④では 1972 年に即位した第 4 代国王が，近代化と伝統・文化の保存の両立に努めるととも
78
に，自ら権力を放棄することになるにもかかわらず，王制から立憲君主制への移行を打ち出し








































































































アメリカ 8.95％ （67 位）
中国 4.10％ （14 位）
日本 4.57％ （22 位）
ドイツ 5.98％ （34 位）
フランス 9.63％ （70 位）
ブラジル 5.97％ （33 位）
イギリス 8.02％ （64 位）
イタリア 8.43％ （67 位）
ロシア 6.50％ （40 位）
ブータン 3.10％ （9 位）
出所：国際通貨基金（IMF），2011 年
対象国：105 カ国　（表作成：関口）



















































































環境への負荷の 3 つの要素を数値で表し，生活に対する満足度 × 平
均余命÷環境への負荷で求める。
（表作成：関口）
（表５- １） 名目 GDP 上位 9 カ国とブータンの「物質的な豊かさ」を測る指標の順位等
国内総生産（GDP） 1 人当たりの国民総所得
（GNI）名目 実質
アメリカ 1 位 1 位 10 位（43,017）
中国 2 位 3 位 94 位（7,476）
日本 3 位 2 位 23 位（32,295）
ドイツ 4 位 4 位 17 位（34,854）
フランス 5 位 6 位 24 位（30,462）
ブラジル 6 位 11 位 77 位（10,162）
イギリス 7 位 5 位 21 位（33,296）
イタリア 8 位 7 位 30 位（26,484）
ロシア 9 位 14 位 53 位（14,561）
ブータン 166 位 179 位 105 位（5,293）
対象国 185 カ国 185 カ国 187 カ国
82
まず，「物質的な豊かさ」を測る国内総生産（GDP）をみていく。ブータンは 1980 年以降，



































国 民 総 所 得
（GNI）
アメリカ 3 位 38 位（78.5） 21 位（16.0） 2 位（12.4） 10位（43,017） 88 位 114 位
中国 101 位 85 位（73.5） 116 位（11.6） 104 位（7.5） 94 位（7,476） 89 位 20 位
日本 12 位 1 位（83.4） 37 位（15.1） 15 位（11.6） 23位（32,295） 5 位 75 位
ドイツ 8 位 22 位（80.4） 24 位（15.9） 5 位（12.2） 17位（34,854） 15 位 51 位
フランス 20 位 10 位（81.5） 17 位（16.1） 30 位（10.6） 24位（30,462） 40 位 71 位
ブラジル 85 位 85 位（73.5） 59 位（13.8） 113 位（7.2） 77位（10,162） 83 位 9 位
イギリス 28 位 23 位（80.2） 17 位（16.1） 64 位（9.3） 21位（33,296） 29 位 74 位
イタリア 24 位 6 位（81.9） 16 位（16.3） 44 位（10.1） 30位（26,484） 38 位 69 位
ロシア 66 位 124 位
（68.8）
52 位（14.1） 55 位（9.8） 53位（14,561） 153 位 108 位
ブータン 140 位 136 位
（67.2）
130 位（11.0） 179 位（2.3） 105位（5,293） 19 位 17 位
対象国 187 カ国 187 カ国 187 カ国 187 カ国 187 カ国 158 カ国 143 カ国
出所：国内総生産（GDP）…国際通貨基金（IMF），2011 年


















ブータンでは 2013 年現在，3 回の国民総幸福量（GNH）調査が行われてきた。ただし大橋
氏によると，ブータン総合研究所（The Centre for Bhutan Studies）が調査に関わったのは第
2 回以降になるので，一般的に 3 回目にあたる調査が，ブータン総合研究所のいう第 2 回国民
総幸福量（GNH）調査に当たる（表 6）。
（表 6）国民総幸福量（GNH）調査の要項
実施回数 期間 回答者数 質問数 調査機関
1 回目 2006 年 9 月～ 2007 年 1 月 350 57 OPHI（34）のサビー
ナ・アルカイア氏
2 回目 2007 年 10 月～ 2007 年 3 月 950 72 ブータン総合研究所
3 回目 2010 年 4 月～ 2010 年 7142 249 ブータン総合研究所
出所：大橋照枝『幸せの尺度 ブータン人の幸せ感に学ぶ』，麗澤大学，2012 年，p48　　　　（表作成：関口）
そこで本稿では，2010 年に行われた通算 3 回目にあたる国民総幸福量（GNH）調査の結果
を考察・分析していく。以下に調査の質問内容と 9 領域・33 項目を記す（表 7）。
（表 7）2010 年国民総幸福量（GNH）調査の 9 領域・33 項目と質問内容の例
9 領域 33 項目 質問の例（回答方法）
精神面の充足
生活の満足度 あなたは自身の生活水準にどれくらい満足していますか。（5 段階）
楽観的な感情 ここ 2，3 週間において，どれくらい穏やかな気持ちでいられましたか。（頻
度を 4 段階）
悲観的な感情 ここ 2，3 週間において，どれくらい悲しくなりましたか。（頻度を 4 段階）
精神面 あなたはどれくらい祈っていますか。（頻度を 4 段階）
健康
自己申告による健康 総合的にみて，あなたの健康状態はどうですか。（5 段階）
健康的な日々 この 30 日間で，病気や怪我で過ごした日数は？（数字を記入）








文化に対する参画度 1 年間で地域の祭りや近所の choku にどれくらい参加しますか。（頻度を
5 段階）
母国語を話す あなたは今，どれくらい上手に母語を話すことができますか。（4 段階）

















































































（表 8）国民総幸福量（GNH）の 9 領域の分類








































































































断される。2010 年の調査結果では，「deeply happy」「extensively happy」「narrowly happy」
「unhappy」の 4 段階に幸福度を分類している。その結果は（表 9）である。
 （表 9）2010 年国民総幸福量（GNH）調査の結果
幸福度 回答者の割合 条件（9 つの領域で「満足の状態が」…） 幸福の線引き
deeply happy 8.3％ 7 つ以上
幸せ
extensively happy 32.6％ 6 つ以上
narrowly happy 48.7％ 5 つ以上
幸せではない
unhappy 10.4％ 4 つ以下

















（表 10）人口が 5 万人を超える県における幸福度
人口 幸福度順位 幸福度指数
ティンプー 9 万 8676 人 5 位 0.773
チュカ 7 万 4387 人 10 位 0.752
サムチェ 6 万 100 人 12 位 0.736
タシガン 5 万 1134 人 16 位 0.708














91.5％（1 位） 2 位 サルパン 85.8％（1 位） 5 位 ティンプー 77.3％（1 位） 5 位 ティンプー
80.0％（6 位） 3 位 ダガナ 73.3％（2 位） 4 位 ハ 63.8％（3 位） 1 位 パロ
78.0％（7 位） 6 位 ガサ 73.2％（3 位） 6 位 ガサ 56.6％（4 位） 2 位 サルパン
74.3％（9 位） 20 位 サムドゥプ・
ジョンカル
72.0％（4 位） 1 位 パロ 50.7％（5 位） 4 位 ハ
74.2％ ブータン全体 54.8％（9 位） 3 位 ダガナ 46.3％ ブータン全体
73.9％（10 位）5 位 ティンプー 53.4％ ブータン全
体
44.6％（8 位） 19 位 トンサ
72.9％（11 位）1 位 パロ 51.8％（10 位）2 位 サルパン 42.6％（9 位） 3 位 ダガナ
71.1％（14 位）4 位 ハ 51.6％（11 位）19 位 トンサ 35.6％（13 位）20 位 サムドゥプ・
ジョンカル
69.4％（15 位）19 位 トンサ 44.3％（13 位）15 位 ペマガツェ
ル
32.9％（15 位）15 位 ペマガツェル
68.2％（17 位）17 位 ルンツェ 34.9％（17 位）20 位 サ ム ド ゥ
プ・ジョン
カル
32.9％（15 位）17 位 ルンツェ
56.6％（18 位）17 位 タシ・ヤンツ
ェ
32.1％（18 位）17 位 タシ・ヤン
ツェ
20.3％（17 位）16 位 タシガン
55.8％（19 位）16 位 タシガン 28.5％（19 位）16 位 タシガン 20.2％（18 位）17 位 タシ・ヤンツ
ェ
53.9％（20 位）15 位 ペマガツェル 22.3％（20 位）17 位 ルンツェ 17.8％（19 位）6 位 ガサ




下位 6 県において，この 74.2％に満たない県は 5 県に上る。さらに「資産」「住まい」の項目
においては，幸福度下位 6 県はすべて，それぞれのブータン全体の「満足の状態」に達して
いない。続いて幸福度上位 6 県をみると，「収入」においてブータン全体の基準値を上回った








幸福度 地方名 1 年間の家庭における所得（Nu）
（■の県は，所得上位 11 県）
労働時間（分）
（■の県は 500 分未満）順位 指数
1 位 0.807 パロ 4 位 171481 400-450
2 位 0.795 サルパン 10 位 107942 450-500
3 位 0.783 ダガナ 11 位 107438 400-450
4 位 0.775 ハ 7 位 137282 450-500
5 位 0.773 ティンプー 1 位 323506 400-450
6 位 0.771 ガサ 3 位 178591 450-500
7 位 0.770 チラン 12 位 100839 500-550
7 位 0.770 プナカ 6 位 161313 400-450
9 位 0.753 シェムガン 14 位 87048 400-450
10 位 0.752 チュカ 5 位 162145 450-500
11 位 0.737 ワンジュ・ポダン 8 位 121967 450-500
12 位 0.736 サムチェ 9 位 110368 450-500
13 位 0.734 ブムタン 2 位 231216 450-500
14 位 0.732 モンガル 15 位 82003 500-550
15 位 0.712 ペマガツェル 17 位 79134 500-550
16 位 0.708 タシガン 19 位 55982 500-550
17 位 0.698 ルンツェ 20 位 48711 500-550
17 位 0.698 タシ・ヤンツェ 18 位 63207 550-600
19 位 0.684 トンサ 13 位 100256 500-550
20 位 0.655 サムドゥプ・ジョンカル 16 位 80512 500-550
出所： The  Centre  for  Bhutan  Studies『GNH  Survey  Findings  2010』　　　　　　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
チランのみ「労働時間が長く所得が少ない」にもかかわらず，幸福度が 7 位という結果で
あるものの，幸福度上位 13 位以内に所得上位 11 県が占め，チランを除く 12 県で労働時間が
500 分未満に収まっている。一方，幸福度 14 位以下は，どの県も労働時間が 500 分以上であ



















順位 指数 良い / とても良い
1 位 0.807 パロ 12 位 6.07 4 位 64.80%
2 位 0.795 サルパン 3 位 6.41 5 位 64.10%
3 位 0.783 ダガナ 15 位 5.93 13 位 52.20%
4 位 0.775 ハ 1 位 6.49 10 位 57.50%
5 位 0.773 ティンプー 7 位 6.17 2 位 67.80%
6 位 0.771 ガサ 2 位 6.45 1 位 71.90%
7 位 0.770 チラン 6 位 6.21 2 位 67.80%
7 位 0.770 プナカ 8 位 6.16 12 位 53.10%
9 位 0.753 シェムガン 16 位 5.91 15 位 49.50%
10 位 0.752 チュカ 10 位 6.08 19 位 44.20%
11 位 0.737 ワンジュ・ポダン 4 位 6.30 9 位 58.20%
12 位 0.736 サムチェ 13 位 6.04 17 位 45.30%
13 位 0.734 ブムタン 5 位 6.26 16 位 46.70%
14 位 0.732 モンガル 18 位 5.80 7 位 61.20%
15 位 0.712 ペマガツェル 20 位 5.61 20 位 42.20%
16 位 0.708 タシガン 8 位 6.16 8 位 58.80%
17 位 0.698 ルンツェ 17 位 5.81 11 位 57.30%
17 位 0.698 タシ・ヤンツェ 10 位 6.08 6 位 63.60%
19 位 0.684 トンサ 14 位 6.01 14 位 50.00%
20 位 0.655 サムドゥプ・ジョンカル 19 位 5.71 18 位 44.30%
出所： The  Centre  for  Bhutan  Studies『GNH  Survey  Findings  2010』　　　　　　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
ここでは 2 つの質問を取り上げる。まず，幸福かどうかを 10 段階で示すという「主観的な
判断に基づく幸福度」の結果では，上位の県が実際の幸福度でも上位にランクしているものの，
実際の幸福度 1 位のパロと 3 位のダガナは，主観的な幸福度に関しては，パロが 12 位，ダガ
ナが15位と，実際の幸福度より低い結果が出ている。一方で，実際の幸福度に関して，ワンジュ・










が，主観的な判断に基づく幸福度 2 位，「Quality of life」1 位の県でありながら，「自宅から自
















得のどれくらいを占めているか割合を出すと，幸福度下位 5 県は，この割合の上位 6 県で占
めていることが分かる（表 15）。
（表 15）家庭の所得における寄付の割合
幸福度の順位 1 年間の家庭における所得 地方名 家庭の所得を占める寄付の割合と全体順位
16 位 19 位 タシガン 5.8％（3 位）
17 位 20 位 ルンツェ 10.6％（1 位）
17 位 18 位 タシ・ヤンツェ 8.6％（2 位）
19 位 13 位 トンサ 5.5％（4 位）
20 位 16 位 サムドゥプ・ジョンカル 5.0％（6 位）
出所：The  Centre  for  Bhutan  Studies『GNH  Survey  Findings  2010』　　　　　　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
決して幸福度の高い県ではないものの，地域と「互助互恵」の精神で，金銭や時間を分かち
合うことがブータンの人たちの姿であり，自身の「幸福」に大いに影響をもたらしているもの










価値（教育） 97.3％ 知識（教育） 7.4％
安全性（地域の活力） 96.2％ 文化への参画度（文化） 33.2％
母語を話すこと（文化） 95.1％ 就学（教育） 37.4％
家族（地域の活力） 92.9％ サービス（政治） 40.9％
ハンディキャップ（健康） 89.5％ 仕事（時間の使い方） 45.0％
出所： Karma Ura・他『An Extensive Analysis of GNH Index』，Centre for Bhutan, Studies, 2012 年　　　　　（表作成：関口）
次に，幸福度上位 6 県と下位 6 県において，項目ごとの「満足の状態」の割合が，ブータ
ン全体の平均を超えている県数を記す（表 17）。
 （表 17）  幸福度上位 6 県・下位 6 県における，項目ごとの「満足の状態」の割合が，ブータン全体の
平均を超えている県数（■は，平均を超えた県が 6 県中 2 県以下）
要素 領域 項目 上位 6 県のうち
下位 6 県








生活の満足度 4 0 社会 政治 政治参加度 3 6
楽観的な感情 4 3 サービス 4 0
悲観的な感情 4 1 政治パフォー
マンス
2 3
精神面 4 4 基本的な権利 4 0
健康 自己申告による健
康
5 1 地域 寄付 2 5
健康的な日々 6 0 安全性 2 4
ハンディキャップ 5 1 地域内の関係 4 4





就寝時間 3 6 経済 生活水準 収入 3 1
労働時間 4 0 資産 5 0
文化 文化に対する参画
度
2 6 住まい 4 0
母国語を話すこと 3 6 環境 生態系 野生生物への
影響
3 0
13 の芸術，技能 1 5 都会の問題 5 6
ディグラム・ナム
ジャの精神
3 4 環境への責任 4 2
教育 読み書き 3 0 生態系の問題 3 4
就学年数 3 0
知識 4 2 　 出所： Karma Ura・他『An Extensive Analysis of GNH 
Index』，Centre for Bhutan, Studies, 2012 年（表作成：関口）価値 2 4





平均を上回った県が 1 県のみだったが，残りの 5 県もブータン全体の平均からマイナス 5 パ
ーセント以内に収まっており，「文化」と「地域」に対して，「満足の状態」，あるいはそれに
近い県が多いといえる。



















































学校名 東京都港区立東町小学校 人数 14 人
指導者 河合一洋　先生 実践 道徳
総合的な学習の時間
学年 第 4 学年 授業時数 6 時間















































































































































2 つ目の実践例を取り上げる。実施要項と単元の構成は（表 21-1）（表 21-2）である。
（表 21-1）単元の実施要項
学校名 東京都足立区立梅島小学校 人数 37 人
指導者 山口亮介　先生 実践 外国語活動，道徳
総合的な学習の時間
学年 第 6 学年 授業時数 12 時間



















5 ブータンに学ぶ ・国内総生産（GDP）と国民総幸福量（GNH）の 4 本柱や 9 つの領域を学ぶ。
・『未来世紀ジパング─池上彰がブータンへ─』を視聴する。



















































































（表 25）4 年生から 6 年生における「ブータン」を教材にした単元






































































ブータンは人口約 72 万人，国土面積約 3 万 8000 平方キロメートルの小国である。経済的
には貧しい国でありながら，2005 年に行われた国勢調査で，国民の 97％が「あなたは今，幸
























































































































































































































































































































































































































































































































第 1 章から第 3 章では，ブータンの国と人々の魅力や国民総幸福量（GNH）を押さえると
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